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○
宅
地
開
発
の
助
成
金
条
例
の
改
正

○
各
種
委
員
の
推
薦
・
任
命

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
取
得
な
ど

　表紙写真は、わたSHIGA輝
く国スポで行われたホッケー
競技滋賀県成年女子チームの
シュートが決まった瞬間の様
子です。
　地元チームの試合に会場は
大いに盛り上がり、応援してい
る人々の一体感を感じました。
44年振りの国スポ滋賀県開

催により、ホッケーだけでな
く、さまざまなスポーツが県内
で広まりました。この機運を絶
やさずに、「わたSHIGA輝く」
の大会愛称のとおり、誰もがス
ポーツに携わることで輝ける
環境になることを願っていま
す。
【県ホッケーチームの競技結果】

成年男子：３位
成年女子：３位
少年男子：５位
少年女子：３位

地域活動とコラボ

82号82号
2025.10.292025.10.29

（
詳
し
く
は
、７
、８
ペ
ー
ジ
へ
）

（
詳
し
く
は
、２
〜
　
ペ
ー
ジ
へ
）

来
年
度
予
算
の
編
成
に
生
か
す

実
質
収
支
は

　
約
７
億
円

　
　
　
　
　
の
黒
字

○
定
額
減
税
不
足
額
給
付

○
醒
ケ
井
駅
駐
輪
場
の
新
築
費
用

○
保
育
所
の
給
食
費
高
騰
補
助
な
ど

６年度決算

　
　
　
　
　
の
黒
字

補正予算議 案

発行／滋賀県米原市議会 議会だより編集委員会　　発行責任者／山本　克巳
〒521-8501滋賀県米原市米原1016番地　TEL／0749-53-5134

FAX／0749-53-5159　E-mail／gikai@city.maibara.lg.jp

81号発行月
７月36,711人

82号発行月
10月36,624人

down

減少

みんなが輝いた滋賀県選手団
国スポ女子ホッケー（10月２日）

人口変動カウンター
まちのリアル〔現実〕をあなたと共有

市議会だより市議会だよりま
い
ば
ら

ま
い
ば
ら

討 論 の 広 場討 論 の 広 場
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忙しいあなたへ

９
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の 

会
期 

は
８
月
29
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
36
日
間

人
権
擁
護
委
員
２
名
の
推
薦
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

決
算
審
査　
令
和
６
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
「
健
全
」
と
の
報
告
を
受
け
る

来
年
度
予
算
に
生
か
す
べ
く
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
は
、
７・
８
ペ
ー
ジ
へ

教
育
委
員
会
委
員
１
名
の
任
命
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

市議会だより 2

“我がまちのために！” 私は執行部に
ここが聞きたい　一般質問

録
画
配
信

①
～
⑦

⑧
～
⑩

12345

678910

P11

P16

P12

P17

P13

P18

P14

P19P20

P15

安
心
し
て
活
用
で
き
る
保
育
制
度

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

	

山
𦚰
正
孝

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

下
水
道
事
業
の
課
題
解
消

	

矢
野
邦
昭

１
年
間
の
一
般
質
問
を
振
り
返
る

中
高
生
や
大
人
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

	

宮
川
泰

保
育
現
場
の
労
働
環
境
と
人
材
確
保

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
住
民
票
の
表
記

　
他
１
項
目	

振
角
大
祐

伊
吹
在
来
そ
ば
の
振
興

春
照
区
消
雪
装
置
の
機
能
不
全

　
他
１
項
目	

今
中
力
松

エ
ア
コ
ン
助
成

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

　
他
１
項
目	

細
野
正
行

小
中
学
生
の
学
力
向
上
対
策

本
市
の
人
口
減
少
の
現
状
と
対
策

	

鹿
取
和
幸

市
民
に
届
く
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
工
夫

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
と
横
連
携

	

藤
本
敦
子

居
場
所
づ
く
り
事
業

熱
中
症
対
策

　
他
１
項
目	

川
嶋
眞
一

近
江
長
岡
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

旧
山
東
幼
稚
園
の
活
用
方
針

	

藤
田
正
雄

適任適任



忙しいあなたへ

９
宅
地
開
発
の
た
め
、開
発
業
者
な
ど
が
特
定
の
工
事
を
す
る
場
合

　
　
　
　
新
た
に
助
成
金
を
交
付
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
た
坂
田
駅
周
辺
地
区
・
入
江
丸
葭
地
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
物
の
制
限
を
変
更
す
る
条
例
改
正
を
総
員
賛
成
で

新
た
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し

　
　
　
　
　
期
間
満
了
後
に
機
器
一
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

3 市議会だより

今
定
例
会
の
補
正
予
算
は
、総
額
約
９
７
０
０
万
円

　
◎
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
更
新
経
費　
約
２
７
０
万
円

　
◎
醒
ケ
井
駅
駐
輪
場
の
新
築
移
転
工
事
費　
２
３
０
０
万
円

　
◎
市
道
改
良
工
事
の
工
法
変
更
な
ど
に
よ
る
経
費　
６
０
０
万
円

　
◎
私
立
保
育
所
な
ど
の
給
食
費
物
価
高
騰
分
の
補
助　
５
４
０
万
円

　
◎
障
害
福
祉
自
立
支
援
給
付
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費　
約
１
７
０
万
円

　
◎
定
額
減
税
で
減
税
し
き
れ
な
い
人
へ
の
不
足
額
給
付　
５
１
１
０
万
円

　
◎
未
利
用
公
有
地
の
活
用
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
の
経
費　
約
１
９
０
万
円

消
防
団
組
織
再
編
計
画
に
基
づ
き
、段
階
的
に
定
数
を
７
２
０
人
か
ら

　
　
　
　
　
　

６
３
０
人
に
減
員
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
総
員
賛
成
で

詳細は、P4～10へ

　　議会が　 した主な補正予算　　議会



市議会だより 4

６
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
決
算
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で

クロ討クロ討
１１

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○認定第２号
　令和６年度米原市国民健康保険事業特別会計
� 歳入歳出決算認定について

６年度に税率引き上げを行ったことなどを含んだ国民健康保険事業特別会計の決算

認定第２号を原案のとおり認定することについて

賛成13人　×　反対２人　　賛成多数で認定

予算・決算常任委員会で認定第２号を原案のとおり認定することについて

賛成11人　×　反対１人　　賛成多数で認定
※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP6

　日本共産党米原市議団は、令和６年３月議会での保険税率引き上げおよ
び国保特別会計予算について反対してきた。その理由は、第１に国保税の
値上げはかなりの負担を加入者に強いている、第２に「支払えるかどうか」
の視点が国や自治体から欠落ないし軽視されている、第３に国庫負担の削
減により、国民健康保険の構造的矛盾が広がり、全国知事会などが国費の投
入を要望していることだ。しかし国は、新たに８年度からは「子ども・子育
て支援金」を、国保税から徴収しようとしている。
　滋賀県では、９年度からの県内の保険税（料）の統一化のために県が示す
標準保険料に合わせるための引き上げを進めている。私たちは保険税県統
一化に反対する。

認定第２号に対する討論

反 対
藤田　正雄　議員
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６
年
度
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
を
賛
成
多
数
で

クロ討クロ討
２２

クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第52号
　令和６年度米原市水道事業会計
� 剰余金の処分および決算認定について
　令和６年４月使用分から水道料金を値上げし、５年度比約９千万円の増収があっ
たものの、物価高騰などの影響により、純利益が５年度比約600万円減となった決算

議案第５２号を原案のとおり可決・認定することについて

賛成13人　×　反対２人　　賛成多数で可決・認定

予算・決算常任委員会で議案第52号を原案のとおり可決・認定すること
について

賛成11人　×　反対１人　　賛成多数で可決・認定
※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP6

　日本共産党米原市議団は、令和６年４月から平均改定率20.1％引き上げ
を目的とした令和５年９月議会での水道料金引き上げに反対をし、令和６
年３月議会での予算案も反対してきた。理由は、第１に物価高などで市民
の暮らしは厳しさを増している、第２に市民生活にとって必要な水道の料
金が大幅引き上げとなっている、第３に県下で２番目の高額な水道料金と
なること、第４に長浜水道企業団の近江地区とその他地区との料金格差が
広がることだ。
　今後、高齢化や人口減少が進み、特に過疎地域では維持そのものが困難と
なることが予想される。重要インフラである水道事業に対する国の支援が
必要と考え、今回の決算については反対する。

議案第52号に対する討論

反 対
藤田　正雄　議員
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第３回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・認定・適任・同意・承認とした案件

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」議長は採決に加わりません。

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

　米原市議会では、議員が市民の厳粛な信託に応え、清潔で民主的な市政の発展に寄与することを目的に米
原市議会議員政治倫理条例を制定しています。この度、条例第３条第１項（議員の品位と名誉を損なう行為
により、市民の議会に対する信頼を損ねないこと）に反する疑いがある議員（以下、審査対象議員）を対象に、
代表請求議員をはじめ計８人の議員から、政治倫理審査会における審査請求書が８月18日付けで議長へ提
出されました。
　審査会は９月４日から10月２日までの間、４回開催し、請求議員の趣旨説明や審査対象議員からの弁明な
どを聞き、10月２日に議長へ審査結果の報告書を提出しました。報告書には、審査対象議員への措置として
「役職辞任勧告」および「文書による警告」が適当であると記載されています。
　また、「議員のハラスメント行為を撲滅する措置を講じること」が附帯意見として付けられました。
　審査会の詳細については、右側の２次元コードから市公式ウェブサイトをご覧ください。

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先
報告第　６号　令和６年度健全化判断比率について
報告第　７号　令和６年度資金不足比率について
承認第　６号　�専決処分の承認を求めることについて（令和７年度米原市一般会計補正予算（第

４号））
諮問第　１号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　２号　人権擁護委員候補者の推薦について
同意第　４号　米原市教育委員会委員の任命について

認定第　１号　令和６年度米原市一般会計歳入歳出決算認定について
認定第　３号　令和６年度米原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　４号　令和６年度米原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第５３号　令和６年度米原市下水道事業会計剰余金の処分および決算認定について
議案第５４号　令和７年度米原市一般会計補正予算（第５号）
議案第５５号　令和７年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第５６号　令和７年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第５７号　令和７年度米原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

【予算決算】

議案第５８号　�米原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条
例について

議案第５９号　米原市まちなか住まい供給促進条例の一部を改正する条例について
議案第６０号　米原市消防団条例の一部を改正する条例について
議案第６１号　財産の取得について（ネットワーク機器）

【総産建】

議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

礒
谷

鹿
取

矢
野

今
中

中
川

鍔
田

宮
川

山
本

堀
江

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

川
嶋

藤
本

振
角

細
野

認定第２号　令和６年度米原
市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

予
算
決
算

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第５２号　令和６年度米
原市水道事業会計剰余金の処
分および決算認定について

予
算
決
算

１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

政治倫理審査会を開催しました

詳細はウェブへ
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0.70

（年度）

0.60

0.50

0.40
H27 R6R5R4R3R2R1H30H29H28

一般会計
歳出決算額
約263億
７千万円

一般会計
歳入決算額
約273億
４千万円

民生費31％
福祉関連
経費など

教育費15％
学校関連経費など総務費11％

電算関連経費など

公債費10％
借金の返済

土木費9％
道路建設経費など

市税24％
市民税や
固定資産税
など

地方交付税24％
国からの配分金市債10％

お金の借入れ

その他42％
国や県からの
お金など

（地方交付税
を除く）

その他24％
消防・医療
関連費など

95
（％）

（年度）

90

85

80
H27 R6R5R4R3R2R1H30H29H28

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
約
７
億
円
の
黒
字
（
前
年
度
比
約
１
億
３
千
万
円
減
）

一
般
会
計
の
借
金（
市
債
）の
新
規
借
入
額
は
約
26
億
２
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
９
億
円
増
加
し
た
。
そ
し
て
一
般
会
計
の
借
金
残
高
は
約

２
５
５
億
２
千
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
約
１
億
１
千
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
般
会
計
の
貯
金（
基
金
）は
約
１
７
５
億
７
千
万
円
で
、前

年
度
に
比
べ
約
10
億
３
千
万
円
増
額
と
な
っ
た
。

県内19市町中、16位
（県内市町加重平均0.689）

※いずれも速報値

県内19市町中、９位
（県内市加重平均92.5％）

※いずれも速報値

１に近いほど、１を超えるほど良い
0.5程度で推移し、地方交付税に頼っている状況にある

令和３～５年度は改善傾向にあったが、令和６年度は比率が増加し財政の弾力性が低下

予算・決算常任委員会にて、８日間の審査を実施。
一般会計の決算認定を総員賛成で認定すべきものと決定。

本会議で一般会計の決算認定を採決した結果　総 員 賛 成 で

比率が低いほど、財政に弾力性有り

□ 財政力指数 … 自前の収入の割合

□ 経常収支比率 … 収入に占める恒常的に発生する支出の割合

一般会計決算認定までの経過

0.517

91.9％

令和６年度

決算
審査
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○�自治会への支援について、市が自治会へ依頼している多くの業務の簡素化を図るべきだ。
　�また、自治会パートナーシップ交付金においては、現行の１事業１万円の交付ではなく、
例えば自治会の世帯数に応じた金額とするなど、柔軟な制度に見直しされたい。

○�本市では、生徒本人が希望すれば、やりたい部活動を選択できるよう学区外の中学校へ進
学できるようになっている。しかし、その送迎は保護者によって行うことが条件である。
片や伊吹高校への通学支援を行っている中、中学校への通学支援がないことは整合性が
取れていない。学区外の中学校への通学支援を検討すべきだ。

○�全国の自治体の例に漏れず、本市でも土木技術職をはじめとした専門職の採用が難航し
ている。職員が長期定着することによって、採用コストなどの経費節減も考えられるこ
とから、デジタルを活用できる人材も含め、専門職を適切に採用できるよう、採用活動の
在り方を考えるべきだ。

○�本市では、まいばら農業塾の実施やスマート農業導入補助など、農業の入口に立つための
支援は確保されている。一方、他の自治体では、さらに手厚い新規就農のための支援シス
テムを組織的に構築しているところもある。本市においても、入口に立つだけでなく、農
業を継続してもらうために、より一層きめ細かなアフターフォローに取り組まれたい。

○�北部デイサービスセンター（大久保）について、市の公共施設等総合管理計画では「廃止」
と位置付けられているが、この施設を廃止した場合に受け皿となれる事業所が近隣には
ない。安易に計画に従うのではなく、伊吹北部地域住民が必要としていることを鑑み、今
後の方向性を検討されたい。

令和６年度
決算審査報告書

小中学校教育振興事業

人事管理事業

農業振興事業

自治会等振興事業

デイサービスセンター管理事業

議会でチェック！

予算・決算常任委員会
副委員長　細野正行
委員　　　川嶋眞一　藤本敦子　宮川泰　振角大祐　礒谷晃
　　　　　鹿取和幸　藤田正雄　矢野邦昭　今中力松
　　　　　中川松雄　堀江一三　𠮷田周一郎　鍔田明
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報告します！問
　
駐
輪
場
の
整
備
に
関

連
し
旧
醒
井
水
の
宿え

駅き

跡

地
の
、
整
備
範
囲
の
減
少

お
よ
び
避
難
通
路
が
変
更

と
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
整
備
範
囲
の
減
少
は
、

市
有
地
の
中
に
下
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
試

掘
の
結
果
、
想
定
よ
り
北

側 

（
売
却
予
定
地
側
） 

に

埋
設
さ
れ
て
い
た
た
め
に

面
積
が
減
少
し
ま
し
た
。

避
難
通
路
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｒ
東
海
と
の
協
議
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
の
敷
地
に
避
難
通
路

の
接
続
は
認
め
ら
れ
な
い

と
の
回
答
に
よ
り
、
市
有

地
内
で
通
路
を
確
保
し
ま

し
た
。

問
　
駐
輪
台
数
は
確
保
さ

れ
て
い
る
か
。

答
　
屋
内 

（
屋
根
付
き
） 

が
60
台
で
、
屋
外
が
14
台

駐
輪
可
能
で
す
。

問
　
当
初
、
駅
前
の
に
ぎ

わ
い
や
活
性
化
と
い
っ
た

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
駅
前
に
接
続
す

る
部
分
は
駐
輪
場
だ
け
と

な
り
、
最
初
に
描
い
た
コ

ン
セ
プ
ト
を
満
足
す
る
の

か
。

答
　
地
域
か
ら
医
療
機
関

の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
検
討
し
ま
し
た

が
誘
致
は
難
し
か
っ
た
経

緯
が
あ
り
ま
し
た
。
進
入

路
の
変
更
に
伴
う
公
売
地

面
積
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

金
融
機
関
が
撤
退
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
医
療
機
関

と
話
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
医
療
機
関
が

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
地
域

の
た
め
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
消
防
団
員
の
成
り
手

の
状
況
は
。

答
　
新
た
に
入
団
を
求
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

厳
し
い
現
状
で
す
。

問
　
新
興
住
宅
地
の
消
防

団
員
の
選
出
に
つ
い
て
、

未
選
出
の
自
治
会
数
と
団

員
確
保
の
見
通
し
は
。

答
　
現
在
は
８
自
治
会
が

未
選
出
で
す
が
、
市
か
ら

団
員
確
保
に
つ
い
て
依
頼

し
て
い
ま
す
。

問
　
消
防
団
員
の
定
員
計

画
は
、
団
員
未
選
出
の
自

治
会
の
定
員
を
含
め
た
計

画
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
再
編
計
画
の
定
員
は

最
終
年
度
の
９
年
度
に
、

５
６
６
人
と
す
る
予
定
で

す
。
条
例
定
数
は
次
年
度

の
入
退
団
人
数
を
踏
ま
え

て
改
正
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
本
年
３
月
末
に
本
市

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ

ン
し
、
諸
証
明
の
発
行
事

務
が
執
行
で
き
な
い
事
態

が
発
生
し
た
。
今
回
発
注

す
る
新
た
な
機
器
に
関
し
、

同
様
の
障
害
が
発
生
し
た

場
合
、
前
回
の
経
験
が
生

か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
仕
様
と
し
て
ど
の
よ

う
に
要
求
し
て
い
る
か
。

答
　
障
害
発
生
時
に
事
務

執
行
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
提
案

事
業
者
か
ら
は
業
務
が
停

止
し
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
に

つ
い
て
討
論
・
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
討
論
は
な
く
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
全
て
の
議
案

は
総
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
54
号
中
、
醒
ケ

井
駅
駐
輪
場
の
整
備
に

つ
い
て

議
案
第
54
号

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田 

周
一
郎

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
委
　
員
　
川
嶋 
眞
一
、  

宮
川 

泰
、  

鹿
取 

和
幸
、

	

山
本 
克
巳
、  

矢
野 

邦
昭
、  

今
中 

力
松

議
案
第
60
号
　
米
原
市
消

防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
61
号
　
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
器
）

討
論
・
採
決
結
果

旧醒井水の宿
え

駅
き

跡地整備の計画平面図
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報告します！◎
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
公
立
保
育
所
に
係
る

同
様
の
措
置
に
関
し
て
、

財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
当
初
予
算
で
９
・
６

％
の
物
価
高
騰
分
を
見
込

み
、
一
般
財
源
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

問
　
滋
賀
県
が
行
っ
て
い

る
本
補
助
事
業
は
、
今
後

も
続
く
の
か
。

答
　
滋
賀
県
に
お
い
て
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
補
助
が
、
い
つ

ま
で
続
く
か
は
不
明
確
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

問
　
就
労
選
択
支
援
と
は

ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

答
　
利
用
者
が
具
体
的
な

就
労
先
を
決
め
る
前
に
、

就
労
選
択
支
援
事
業
者
、 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、 

働
き
・

暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

本
人
の
特
性
や
能
力
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
し
た
上
で
、

Ｂ
型
事
業
所
・
Ａ
型
事
業

所
・
企
業
就
労
な
ど
、
ふ

さ
わ
し
い
進
路
を
一
緒
に

検
討
・
決
定
し
て
い
く
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

利
用
者
が
行
き
た
い
事
業

所
を
決
め
た
後
に
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
す
る
形
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
希
望
と

適
性
が
合
わ
ず
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
制
度
化
の
意
義

は
、
進
路
決
定
の
前
段
階

で
、
関
係
機
関
が
協
力
し

て
客
観
的
に
判
断
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
、
本
人
の

希
望
を
尊
重
し
つ
つ
、
適

性
に
合
っ
た
就
労
先
を
選

ぶ
こ
と
を
支
援
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

問
　
就
労
選
択
支
援
を
受

け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。

答
　
指
定
を
受
け
る
就
労

選
択
支
援
事
業
者
に
相
談

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
米
原
市
は
、
社
会
福

祉
法
人
あ
せ
ん
ぶ
る
お
ー

る
、 

長
浜
市
は
、 

社
会
福

祉
法
人
湖
北
会
と
株
式
会

社
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｏ
Ｎ
の
合
計
３
事
業
所
が

指
定
を
受
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

問
　
相
談
窓
口
が
少
な
い

の
で
は
。
市
で
も
同
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
で
き
る
の

か
。

答
　
一
般
相
談
は
市
で
受

け
付
け
ま
す
が
、
制
度
上

の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
指
定
事

業
者
が
中
心
で
す
。
窓
口

拡
大
は
今
後
の
課
題
と
し

て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

問
　
電
算
処
理
委
託
料
の

積
算
根
拠
に
関
し
て
、
シ

ス
テ
ム
改
修
は
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
制
度

に
係
る
国
保
税
賦
課
の
詳

細
が
分
か
ら
な
く
と
も
対

応
で
き
る
の
か
。

答
　
積
算
根
拠
は
、
電
算

管
理
業
者
か
ら
見
積
も
り

徴
収
し
た
も
の
で
す
。
シ

ス
テ
ム
改
修
に
当
た
っ
て

は
、 
標
準
保
険
料
は
、 

現

段
階
で
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
賦
課
の
仕
組
み

に
つ
い
て
は
、
国
で
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

元
に
見
積
も
り
を
依
頼
し

ま
し
た
。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
に
関
し
、
こ
れ

に
係
る
負
担
は
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
２
５
０
円

と
の
説
明
で
あ
る
が
、
そ

の
と
お
り
か
。

答
　
現
在
、
国
に
お
い
て

分
析
な
ど
を
さ
れ
て
お
り
、

10
月
以
後
、
国
か
ら
県
に

対
し
、
標
準
保
険
料
算
定

に
向
け
た
資
料
が
示
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
県

か
ら
各
市
町
に
対
し
、
標

準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
ま

す
。
現
段
階
は
、
こ
ど
も

家
庭
庁
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
暫
定
的
な
支
援
金
額
で

す
。

問
　
国
保
で
は
子
ど
も
に

も
均
等
割
が
課
せ
ら
れ
る
。

子
ど
も
か
ら
均
等
割
を
取

り
つ
つ
、
さ
ら
に
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
金
を
課
す

の
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

答
　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
の
国
保
税
に
つ
い

て
は
、 

18
歳
以
下 

（
高
校

生
世
代
ま
で
）
は
全
額
軽

減
さ
れ
る
よ
う
に
聞
い
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療

分
や
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

課
さ
れ
ま
す
。
未
就
学
児

に
つ
い
て
は
既
に
半
額
を

公
費
で
補
填
す
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。

問
　
支
援
金
の
賦
課
は
い

つ
か
ら
始
ま
る
の
か
。

答
　
８
年
度
の
国
保
税
か

ら
賦
課
開
始
の
予
定
で
す
。

　
委
員
間
討
議
な
ら
び
に
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
お
い

て
、
本
分
科
会
で
討
論
採

決
を
行
う
議
案
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

民
間
園
に
対
す
る
給
食
食

材
費
高
騰
対
策
支
援
金
に

つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
給
付
シ
ス
テ
ム
の
改
修

民
間
園
に
対
す
る
給
食
食
材
費
高
騰
対
策
支
援
金

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
中
川 

松
雄

　
委
　
員	
藤
本 
敦
子
、  

礒
谷 

晃
、  

細
野 

正
行
、

	

山
𦚰 
正
孝
、  

堀
江 

一
三
、  

鍔
田 

明

障
害
者
自
立
支
援
給
付
シ

ス
テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て

電
算
処
理
委
託
料
に
つ
い

て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
に
つ
い
て

委
員
間
討
議
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録画配信
はこちら

問

乗
降
介
助
業
務
に
つ

い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
海
の
考
え

方
に
進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
は
、
６

年
度
以
降
も
継
続
し
て
協

議
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

乗
降
介
助
の
考
え
方
が
一

致
し
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

問
　﹁
乗
降
介
助
﹂
に
つ

い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
の

回
答
期
限
は
い
つ
な
の
か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
の
回

答
期
限
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
。
新
た
な
進
展
が
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

問
　﹁
駅
無
人
化
に
伴
う

安
全
・
円
滑
な
駅
利
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

の
認
識
は
。

答
　
鉄
道
事
業
者
が
無
人

化
を
検
討
す
る
段
階
に
お

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
考
慮

す
べ
き
事
項
や
、
参
考
例

を
ま
と
め
、
障
が
い
当
事

者
な
ど
の
安
全
性
・
利
便

性
の
確
保
の
た
め
に
、
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

事
項
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
目
安
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
２
月
の
近
江

長
岡
駅
の
無
人
化
に
際
し

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

事
例
に
も
あ
る
、
モ
ニ
タ

ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が

付
い
た
券
売
機
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
カ
メ
ラ
、
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
を
設
置
し
て

対
応
さ
れ
て
お
り
、
当
然
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
認
識

は
あ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

問
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

で
乗
降
介
助
は
誰
が
す
べ

き
と
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

無
人
駅
の
機
能
向
上
に
資

す
る
各
種
事
例
と
し
て
、

列
車
乗
務
員
に
よ
る
乗
降

介
助
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
近
江
長
岡
駅
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
と
決
意
を
問
う
。

答
　
国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
で
は
、
鉄
道
事
業
者
に

対
し
、
移
動
の
円
滑
化
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海

に
は
、
こ
の
責
務
を
果
た

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
協
議
を
続
け

て
い
く
と
と
も
に
、
市
と

し
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
実
現
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
旧
山
東
幼
稚
園
の
施

設
活
用
方
針
に
つ
い
て
変

更
は
な
い
か
。

答
　
旧
山
東
幼
稚
園
の
跡

地
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
な
ど
に
基
づ

き
進
め
て
い
ま
す
。
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
る
民
間
事
業

者
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

可
能
な
限
り
子
育
て
に
資

す
る
事
業
構
築
を
目
指
し

て
お
り
、
方
針
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
大
規
模
修
繕
費
用
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
　
幼
稚
園
施
設
を
継
続

利
用
す
る
前
提
で
算
定
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
転
用

の
際
に
は
、
施
設
の
用
途

に
応
じ
た
工
事
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
費
用
が
発
生
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
提
案
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
今
後
の
事
業
展
開

の
整
理
や
検
討
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
は

進
ん
だ
の
か

○ 近江長岡駅のバリアフリー化事業の進
し ん ち ょ く

捗状況と
今後の市の対応を問う

○ 旧山東幼稚園および天狗の丘の活用方針につい
て市の対応を問う

藤田　正雄　議員

旧
山
東
幼
稚
園
の
利
活

用
方
針
を
問
う

近江長岡駅のエレベーター設置イメージ
ホーム側（上）と通路側（下）
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問

学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
、
国
会
で
首

相
が
﹁
国
に
お
い
て
進
め

る
﹂
と
発
言
さ
れ
た
こ
と

へ
の
見
解
は
。

答
　
国
か
ら
の
支
援
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
適
切
な

時
期
に
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
長
岡
の
昭
和
橋
の
工

事
を
昨
年
の
答
弁
通
り
、

８
月
に
無
事
に
完
成
さ
れ

た
。
課
題
と
し
て
考
え
ら

れ
る
点
は
。

答
　
今
後
は
工
事
の
工
程

管
理
を
徹
底
し
、
施
工
期

間
の
短
縮
を
図
る
と
と
も

に
、
昭
和
橋
の
工
事
の
よ

う
な
特
に
制
約
の
あ
る
工

事
に
お
い
て
は
、
地
元
や

関
係
機
関
と
の
事
前
協
議

な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
ず
施

工
期
間
の
変
更
が
伴
う
場

合
に
は
、
関
係
者
に
十
分

情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら

安
全
・
安
心
な
道
路
事
業

を
進
め
ま
す
。

問
　
高
齢
者
支
援
と
し
て

医
療
・
介
護
で
県
内
一
高

齢
者
が
住
み
よ
い
ま
ち
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
。

答
　
医
療
関
係
で
は
、
本

市
の
あ
る
べ
き
医
療
提
供

体
制
を
掲
げ
る
地
域
医
療

構
想
の
策
定
に
着
手
す
る

な
ど
し
て
、
課
題
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
関
係
は
、
介
護
需

要
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
、
介
護
予
防
・
重
度
化

防
止
の
取
り
組
み
の
充
実

に
加
え
、
認
知
症
施
策
計

画
を
含
め
た
次
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
高
齢
者
に
と
っ

て
﹁
住
み
よ
い
ま
ち
﹂
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

問
　
平
和
祈
念
式
典
で
双

葉
中
学
校
生
徒
の
ス
ピ
ー

チ
に
感
銘
を
受
け
た
。
改

め
て
平
和
教
育
の
所
見
を

伺
う
。

答
　﹁
平
和
の
子
﹂
事
業

に
参
加
し
た
児
童
生
徒
の

多
く
が
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
実
感
を
深
め
る
と

と
も
に
、
自
分
た
ち
が
戦

争
を
起
こ
さ
せ
な
い
主
体

者
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
本
事
業
を
遺
族
会

な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
市
内
周
遊
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
で

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
い
点
は
。

答
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

後
、
ま
だ
約
１
カ
月
半
し

か
経
過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

す
で
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
応
募
が
50
件
を
超
え
、

東
は
東
京
か
ら
、
西
は
鳥

取
か
ら
の
来
訪
者
が
あ
り
、

平
均
し
て
１
件
の
応
募
に

つ
き
約
７
ス
ポ
ッ
ト
の
来

店
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

内
を
周
遊
し
た
観
光
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
内
図
書
館
で
の
学

習
は
な
ぜ
禁
止
か
。

答
　
座
席
ス
ペ
ー
ス
は
、

席
数
に
限
り
が
あ
り
、
本

来
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る

お
客
様
の
座
席
数
が
不
足

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

図
書
館
の
本
を
用
い
ず
に

自
主
学
習
さ
れ
る
お
客
様

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
ご

遠
慮
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、

同
じ
建
物
内
の
別
の
ス
ペ

ー
ス
を
利
用
い
た
だ
く
よ

う
案
内
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
の
一
般
質
問
を

振
り
返
る

○１年間の一般質問を振り返る
○中高生や大人の学習スペースについて

宮川　泰　議員

中
高
生
や
大
人
の
学
習

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

市内周遊観光キャンペーンを紹介する
「まいばらおもてなしパスポート2025」

８月に完成した昭和橋（長岡地先）
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問

目
標
年
度
を
８
年
度

と
し
、
元
年
度
に
策
定
さ

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
を
問
う
。

答
　
伊
吹
在
来
そ
ば
の
作

付
面
積
の
目
標
値
は
60
㌶

で
、
今
年
度
の
作
付
け
見

込
み
は
47
・
７
㌶
で
す
。

　
伊
吹
在
来
そ
ば
が
食
べ

ら
れ
る
店
舗
数
は
、
現
在

市
内
４
店
舗
、
市
外
10
店

舗
の
計
14
店
舗
で
あ
り
、

元
年
度
か
ら
市
内
１
店
舗

の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
伊
吹
在
来
そ
ば
の

生
産
量
不
足
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
遊
休
地
と
な
っ
て
い

る
畑
地
を
活
用
し
て
生
産

量
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
耕
作
放
棄
地
の
解
消

と
と
も
に
、
そ
ば
の
生
産

量
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
り
、
伊
吹
在
来
そ
ば
の

消
費
拡
大
に
対
す
る
効
果

が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　
市
も
、
地
域
の
担
い
手

や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提

供
な
ど
で
協
力
し
ま
す
。

問
　
最
終
年
度
以
降
の
市

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
　
栽
培
面
積
拡
大
と
い

う
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、

伊
吹
在
来
そ
ば
の
生
産
維

持
を
図
る
た
め
、
新
た
な

目
標
設
定
を
行
い
、
引
き

続
き
関
係
機
関
が
連
携
し

伊
吹
在
来
そ
ば
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

問
　
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド

価
値
の
向
上
の
た
め
地
域

団
体
商
標
の
取
得
を
目
指

し
設
立
さ
れ
た
﹁
伊
吹
在

来
そ
ば
振
興
協
同
組
合
﹂

に
対
す
る
支
援
を
問
う
。

答
　
地
域
団
体
商
標
を
取

得
さ
れ
れ
ば
、
国
の
地
理

的
表
示
、
通
称
Ｇ
Ｉ
保
護

制
度
と
合
わ
せ
て
、
伊
吹

在
来
そ
ば
が
よ
り
強
い
ブ

ラ
ン
ド
力
を
持
つ
こ
と
に

な
る
の
で
、
市
も
伴
走
し

な
が
ら
、
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
店
制
度
に

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を

情
報
収
集
し
、
店
舗
数
の

増
加
と
併
せ
て
取
り
組
み

を
検
討
し
ま
す
。

問
　
国
道
３
６
５
号
沿
い

の
消
雪
井
戸
の
修
繕
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
井
戸
内
洗
浄
、
揚
水

管
お
よ
び
水
中
ポ
ン
プ
の

交
換
を
完
了
し
、
春
照
自

治
会
役
員
の
方
の
立
会
い

の
元
、
散
水
試
験
を
行
い
、

十
分
な
水
量
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問
　
春
照
地
区
北
西
部
の

消
雪
井
戸
の
状
況
を
問
う
。

答
　
５
月
末
に
カ
メ
ラ
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

井
戸
の
管
の
継
ぎ
手
部
分

が
破
損
し
て
お
り
、
脱
落

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
当

面
は
使
用
可
能
な
状
態
と

判
断
し
、
来
期
の
消
雪
施

設
の
状
況
を
見
て
、
改
め

て
対
策
を
協
議
し
ま
す
。

問
　
今
年
６
月
に
京
都
市

会
が
﹁
小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
﹂
案
に
反
対
す
る
決
議

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
ま
た
、
参
院
選
京
都
選

挙
区
で
米
原
ル
ー
ト
再
考

を
訴
え
た
候
補
が
ト
ッ
プ

当
選
し
、
大
阪
府
知
事
も

﹁
米
原
ル
ー
ト
﹂
の
検
討

を
国
に
求
め
た
。

　
こ
の
よ
う
に
﹁
米
原
ル

ー
ト
﹂
が
再
浮
上
し
て
い

る
中
、
市
長
の
見
解
を
問

う
。
ま
た
、
県
な
ど
と
情

報
交
換
は
さ
れ
た
の
か
。

答
　
財
政
負
担
や
北
陸
線

の
経
営
分
離
が
懸
念
さ
れ
、

現
状
で
は
市
民
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
考
え
る
一
方
、

仮
に
こ
の
課
題
が
解
決
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
現

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
私
が
市
長
就
任
以
後
、

知
事
や
地
元
経
済
界
の
方

な
ど
と
意
見
交
換
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
国
が
検
討
し
決
定
す
る

事
項
で
あ
り
、
再
検
証
を

冷
静
に
見
守
り
ま
す
。

伊
吹
そ
ば
地
域
振
興

　
　
　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン

春
照
区
内
消
雪
装
置
の

　
機
能
不
全
へ
の
対
応

北
陸
新
幹
線

　
　
　﹁
米
原
ル
ー
ト
﹂

○伊吹在来そばを活用し「そばのまち米原」の
 地域振興を目指す
○国道365号沿いの消雪井戸に十分な水量はあるか
○北陸新幹線「米原ルート」市長の考えは

今中　力松　議員

伊吹在来そばの会　ロゴマークのぼり
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問

下
記
グ
ラ
フ
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
ま
い
ば

ら
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

全
て
の
時
間
帯
で
必
要
人

数
と
実
際
の
配
置
人
数
が

一
致
し
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
で
は
、
職
員

の
急
な
体
調
不
良
や
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
際
の
対

応
が
困
難
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、﹁
保
育
教
諭
が

足
り
な
い
﹂
と
推
測
で
き

る
が
、
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

答
　
ま
い
ば
ら
認
定
こ
ど

も
園
で
は
、
ク
ラ
ス
担
任

を
持
た
な
い
代
替
保
育
教

諭
を
20
人
配
置
し
、
職
員

の
急
な
体
調
不
良
や
緊
急

時
に
備
え
て
、
代
替
や
フ

ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
担
任
を
持

た
な
い
正
規
職
員
が
、
状

況
に
応
じ
て
幅
広
い
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
法

令
上
の
配
置
基
準
人
員
数

を
超
え
て
、
状
況
に
応
じ

た
柔
軟
な
人
員
配
置
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
勤
務
す
る
保
育
教

諭
が
慢
性
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保

育
周
辺
業
務
の
外
部
委
託

や
保
育
補
助
者
の
雇
用
を

行
い
、
業
務
負
担
の
軽
減

に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
チ
ー
ム
担
任
制
の
問

題
点
と
し
て
、
現
場
の
保

育
教
諭
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン

の
負
担
増
大
や
指
導
役
の

偏
り
に
よ
る
疲
労
増
加
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
運
用
次
第
で

逆
効
果
と
な
り
、
保
育
の

質
や
教
諭
の
定
着
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。

　
市
は
こ
れ
ら
の
問
題
点

を
ど
う
認
識
し
、
ベ
テ
ラ

ン
の
負
担
軽
減
や
公
平
な

役
割
分
担
の
た
め
の
具
体

的
な
対
策
を
ど
う
進
め
て

い
る
か
。
ま
た
現
場
の
保

育
教
諭
や
保
護
者
の
声
を

反
映
し
た
改
善
計
画
は
あ

る
か
。

答
　
チ
ー
ム
担
任
制
の
課

題
と
し
て
、
主
担
任
や
幼

児
担
任
な
ど
の
役
割
が
明

確
に
な
り
に
く
く
、
一
部

の
職
員
に
業
務
が
集
中
す

る
状
況
を
、
現
場
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
把
握
し
て
い

ま
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
保
育
教
諭
は
、

後
進
の
指
導
育
成
に
携
わ

り
、
質
の
高
い
保
育
の
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
年
度
の
人
員
配
置
に
向

け
、
保
育
の
方
向
性
を
共

有
す
る
考
え
方
や
役
割
の

明
確
化
、
主
担
任
や
新
規

採
用
職
員
と
ペ
ア
と
な
る

保
育
教
諭
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
検
討
す
る
な
ど
、
職
員

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

問
　
３
月
定
例
会
の
代
表

質
問
で
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
特
別
休
暇
改
善
を

求
め
る
質
問
を
し
た
が
、

改
善
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
本
市
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
休
暇
制
度
は
、

国
に
準
じ
、
子
の
看
護
等

休
暇
を
小
学
校
３
年
生
ま

で
拡
大
し
、
病
気
休
暇
を

10
日
の
範
囲
内
で
有
給
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
不
妊

治
療
な
ど
の
特
別
休
暇
の

６
カ
月
以
上
の
任
用
要
件

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
市
独
自
の
対
応
と
し
て
、

生
理
休
暇
を
無
給
か
ら
有

給
に
変
更
し
、
職
員
が
取

得
し
や
す
く
な
る
よ
う
努

め
る
な
ど
、
処
遇
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
の
本
格
実
施
に
際
し
、

月
10
時
間
を
超
え
る
利
用

を
認
め
る
べ
き
だ
が
。

答
　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
に
よ
る
成
長
へ
の

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
た
上
で
、

10
時
間
を
超
え
る
利
用
を

希
望
さ
れ
る
こ
と
も
想
定

し
、
国
に
対
し
て
、
10
時

間
の
上
限
を
拡
大
す
る
よ

う
、
８
年
度
の
県
要
望
を

行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
保
育
制
度

10
時
間
を
超
え
る
利
用

○ 子ども、保護者、保育者が安心して活用できる保育
制度の実現を問う

○こども誰でも通園制度にどう対応するか、問う
山𦚰　正孝　議員

保育幼稚園課提供資料から作成
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問

７
年
度
の
老
人
ク
ラ

ブ
数
は
。

答
　
別
表
の
と
お
り
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
近
江
地

域
の
み
の
１
地
域
に
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
も
５
年
度

か
ら
６
年
度
に
掛
け
て
60

か
ら
56
ク
ラ
ブ
に
減
り
ま

し
た
。

問
　
以
前
に
答
弁
さ
れ
た

﹁
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

存
続
危
機
に
あ
り
、
活
性

化
の
方
策
や
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
﹂
に

対
す
る
検
討
結
果
は
。

答
　
８
年
度
か
ら
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
組

織
を
一
本
化
す
る
た
め
、

受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を

近
江
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
協
議
中
で
す
。

問
　
近
江
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
活
発
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
様
子
は
伊
吹
山
テ

レ
ビ
で
拝
見
し
て
い
る
。

市
と
し
て
、
組
織
を
一
本

化
し
た
い
意
向
は
理
解
す

る
が
、
他
の
地
域
か
ら
参

加
が
あ
る
の
か
。

答
　
組
織
の
一
本
化
に
つ

い
て
、
市
広
報
誌
と
伊
吹

山
テ
レ
ビ
で
周
知
し
ま
す
。

　
市
内
全
域
か
ら
老
人
ク

ラ
ブ
や
個
人
会
員
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
、
各
老
人
ク
ラ

ブ
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

実
施
し
、
連
合
会
の
規
則

改
正
な
ど
事
務
手
続
き
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、

準
備
し
て
い
ま
す
。

問
　
以
前
の
﹁
連
合
会
未

加
入
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
も
補
助
金
制
度
を

新
設
す
べ
き
で
は
な
い

か
﹂
と
の
質
問
に
対
し
て

﹁
地
域
づ
く
り
の
大
切
な

担
い
手
に
対
し
て
補
助
金

制
度
の
見
直
し
な
ど
検
討

し
て
い
く
﹂
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
そ
の
検
討
結
果
は
。

答
　
連
合
会
未
加
入
の
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

対
し
て
も
、
組
織
の
活
性

化
を
目
的
に
支
援
が
で
き

な
い
か
議
論
を
深
め
ま
す
。

問
　
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
で
、
人
口
減
少
に
伴
う

下
水
量
の
減
少
が
財
源
不

足
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
の
中
で
未

接
続
の
合
併
浄
化
槽
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
当
該
区
域
内
で
未
接

続
の
合
併
浄
化
槽
の
設
置

基
数
は
、
２
９
６
基
で
す
。

内
訳
は
、
個
人
住
宅
や
共

同
住
宅
な
ど
が
２
５
０
基
、

そ
の
他
事
業
所
な
ど
が
46

基
で
す
。

問
　
２
９
６
基
は
多
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。
公
共

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
れ
ば
、
条
例
で
遅
滞
な

く
接
続
す
る
義
務
が
発
生

す
る
が
、
公
共
用
水
域
の

汚
染
防
止
の
た
め
早
期
接

続
さ
せ
る
十
分
な
指
導
を

し
て
い
る
の
か
。

答
　
未
接
続
数
２
９
６
基

は
、
決
し
て
少
な
く
な
い

数
で
す
。
現
在
、
浄
化
槽

の
未
接
続
基
数
の
特
に
多

い
地
域
で
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
一

般
家
庭
だ
け
で
な
く
、
事

業
所
に
つ
い
て
も
早
期
接

続
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
　
令
和
３
年
４
月
策
定

の
下
水
道
事
業
経
営
戦
略

で
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る

見
直
し
内
容
は
。

答
　
経
営
戦
略
で
は
、
使

用
料
改
定
率
計
10
％
を
、

４
年
度
に
５
％
の
改
定
を

行
い
、
９
年
度
に
残
り
５

％
を
改
定
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

前
回
の
経
営
戦
略
策
定
か

ら
今
日
ま
で
の
間
に
、
物

価
高
騰
や
資
本
費
平
準
化

債
の
制
度
拡
充
な
ど
経
営

環
境
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
資
本
費
平
準
化

債
の
制
度
拡
充
を
活
用
し
、

施
設
更
新
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援

に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
課
題
解

消
に
つ
い
て

○老人クラブ活動支援について
○下水道事業の課題解消について

矢野　邦昭　議員

別表　米原市の老人クラブの情報
自治会数
(A )

単位老人クラブ数
(5年度末)(B)

単位老人クラブ数
(６年度末)(C)

連合会加入クラブ数
(６年度当初)

連合会加入クラブ数
(７年度当初)

伊吹地域 2 1 1 2 1 2 6 ６年度末連合会解散

山東地域 3 7 1 8 1 8
近江地域 2 5 1 5 1 3 9 8
米原地域 2 5 1 5 1 3

合計・割合 1 0 8 合計：６０クラブ
割合：５６％(B/A)

合計：５６クラブ
割合：５２％(C/A)

２地域
１５クラブ

１地域
８クラブ

元年度末連合会解散

平成29年度末連合会解散

朝日長寿会サンタづくり研修会
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問

勤
務
時
間
内
に
職
員

同
士
で
調
整
を
行
う
余
裕

が
な
い
た
め
、
勤
務
時
間

外
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
り
連

絡
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
勤
務
時
間
外
で
の
情

報
伝
達
は
、
基
本
的
に
緊

急
を
要
す
る
案
件
に
つ
い

て
、
伝
達
が
必
要
な
職
員

に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
日
や
勤
務
時
間
が

異
な
る
職
員
間
の
伝
達
は
、

勤
務
時
間
内
に
完
結
し
ま

せ
ん
。
保
育
教
材
の
製
作

状
況
の
共
有
に
つ
い
て
も
、

職
員
間
に
お
い
て
、
お
互

い
の
業
務
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
　
必
要
に
応
じ
て
各
園

の
管
理
職
が
、
勤
務
時
間

外
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
連
絡

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
と
し
て
の
使
用
判
断
基

準
な
ど
は
あ
る
の
か
。

答
　
判
断
基
準
は
、
公
立

園
長
会
で
統
一
し
て
い
ま

す
。

問
　
滋
賀
文
教
短
期
大
学

（
長
浜
市
）
が
２
０
２
６

年
度
以
降
の
学
生
募
集
を

停
止
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
さ
ら
な
る
保
育
士
不

足
に
つ
な
が
る
と
の
声
も

上
が
っ
て
い
る
。
対
策
と

し
て
独
自
に
行
っ
て
い
る

保
育
士
の
処
遇
改
善
（
月

３
千
円
）
の
効
果
を
ど
う

検
証
し
て
い
る
の
か
。

答
　
民
間
園
に
対
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

ほ
か
、
民
間
園
長
会
で
意

見
を
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

効
果
が
高
い
と
の
答
え
が

１
園
、
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
は
、
６
園
で
す
。

問
　
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
希

望
す
る
場
合
に
、
住
民
票

の
続
柄
を
﹁
夫
（
未
届
）﹂

﹁
妻
（
未
届
）﹂
を
選
択
で

き
る
よ
う
制
度
改
善
に
向

け
て
検
討
を
進
め
、
導
入

の
時
期
や
方
法
を
明
確
に

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
　
事
実
婚
の
場
合
の
続

柄
に
つ
い
て
は
、
法
律
上

の
夫
婦
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
各
種
の
社
会
保
障
の

面
で
、
準
婚
と
し
て
法
律

上
の
夫
婦
と
同
様
の
取
り

扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、﹁
夫
（
未
届
）﹂﹁
妻

（
未
届
）﹂
と
記
載
す
る
例

が
住
民
基
本
台
帳
事
務
処

理
要
領
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
同

様
の
取
り
扱
い
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
同

様
の
取
り
扱
い
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
多
様
な
価
値
観
を
認

め
合
う
社
会
に
向
け
た
施

策
と
し
て
実
施
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。
市
長
の

見
解
は
。

答
　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に

と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
現

状
の
課
題
に
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
住
民
票
へ
の
記
載

は
法
に
基
づ
く
統
一
的
な

取
り
扱
い
に
よ
る
慎
重
な

対
応
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

問
　
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
た
め
に
は
必
要
な
制
度

だ
が
、
費
用
面
や
人
材
面

で
の
具
体
的
な
支
援
が
な

い
と
市
民
活
動
な
ど
が
縮

小
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。

市
と
し
て
支
援
の
検
討
は
。

答
　
法
令
上
、
市
民
活
動

団
体
は
義
務
付
け
で
は
な

く
、
任
意
で
の
申
請
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

各
団
体
の
自
主
的
な
判
断

と
取
り
組
み
に
委
ね
ら
れ

る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

保
育
現
場
の
労
働
環
境
改

善
と
人
材
確
保
策
に
つ
い

て

同
性
カ
ッ
プ
ル
の
住
民
票

表
記
に
お
け
る
続
柄
表
記

に
つ
い
て

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
と
子
ど
も

の
安
全
・
地
域
の
力
を
ど

う
守
る
か

○保育現場の労働環境改善と人材確保策について
○同性カップルの住民票表記における続柄の表記
○ 日本版ＤＢＳと子どもの安全・地域の力をどう

守るか
振角　大祐　議員

●日本版DBS（Disclosure and Barring Service）
　�学校や塾、保育施設などの「子どもと接する仕事」に就く人に対して、性犯罪歴
の有無を確認することを義務付ける制度。性犯罪歴のある人の就労を制限す
ることで、子どもを性被害から守ることを目的としている。

こども家庭庁ホームページを参考に作成
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問

熱
中
症
リ
ス
ク
の
高

い
世
帯
に
対
し
て
、
省
エ

ネ
型
エ
ア
コ
ン
の
設
置
・

更
新
を
支
援
す
る
補
助
制

度
が
必
要
で
あ
る
。
県
や

国
の
制
度
と
組
み
合
わ
せ

て
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
設
置
後
の
電

気
代
負
担
に
つ
い
て
も
、

何
か
対
策
を
打
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
本
市
で
は
、
体
温
を

う
ま
く
調
節
で
き
な
い
高

齢
者
が
熱
中
症
で
倒
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
い
く
つ
か
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
３
年
度
と
４
年
度
に
は
、

家
庭
に
エ
ア
コ
ン
が
な
い

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う

ち
、
住
民
税
が
非
課
税
の

家
庭
を
対
象
に
、
新
し
く

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し

た
。

　
５
年
度
に
は
、
こ
れ
ま

で
補
助
の
対
象
外
の
家
庭

で
も
使
え
る
よ
う
に
、
要

件
を
少
し
広
げ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
エ
ア
コ
ン

の
買
い
替
え
や
、
日
中
主

に
使
う
部
屋
に
も
う
１
台

設
置
し
た
い
場
合
に
も
補

助
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
熱
中
症

で
困
る
人
が
い
な
く
な
る

よ
う
に
、
正
し
い
予
防
法

を
し
っ
か
り
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
省
エ
ネ
型
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
対
し
て
更
新
な

ど
の
補
助
制
度
が
必
要
と

考
え
る
が
、
現
在
エ
ア
コ

ン
の
設
置
や
更
新
に
対
す

る
直
接
的
な
補
助
制
度
は

な
い
が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
熱
中
症
予
防
に
は
エ

ア
コ
ン
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
て
い
て
も
使
用
せ

ず
熱
中
症
に
な
ら
れ
る
方

が
多
い
こ
と
か
ら
、
熱
中

症
予
防
の
周
知
徹
底
が
重

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、

助
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
県
内
で
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て

い
る
自
治
体
は
。

答
　
現
在
、
県
内
で
は
、

滋
賀
県
と
14
の
市
町
が
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
ち
実

際
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
他
自
治
体
で
は
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
ご

み
収
集
日
案
内
、
イ
ベ
ン

ト
告
知
、
簡
易
ア
ン
ケ
ー

ト
、
市
民
相
談
な
ど
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
デ
ジ
タ
ル

活
用
に
よ
る
行
政
効
率
化

と
市
民
参
加
の
促
進
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
市
の
考

え
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答
　
今
年
度
秋
か
ら
電
子

申
請
を
使
っ
た
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
申
し
込
み
で

活
用
予
定
で
あ
り
、
第
１

段
階
と
し
て
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
で
も
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
特
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
政
策
評

価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
人

口
減
少
対
策
の
総
合
的
な

方
針
は
。

答
　
市
の
付
属
機
関
で
あ

る
自
治
基
本
条
例
推
進
委

員
会
で
は
、
計
画
策
定
に

向
け
、
本
市
の
現
状
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
本
年
５

月
以
降
既
に
３
回
、
議
論

を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　﹁
人
口
減
少
の
中
に
あ

っ
て
も
市
民
が
幸
福
を
追

求
で
き
、
実
感
で
き
る
ま

ち
﹂、﹁
本
市
が
持
つ
魅
力
、

資
源
、
可
能
性
を
生
か
し
、

市
民
や
企
業
が
挑
戦
で
き
、

新
た
な
視
点
や
技
術
を
取

り
入
れ
、
変
化
を
恐
れ
ず

発
展
を
遂
げ
る
ま
ち
﹂
な

ど
が
意
見
と
し
て
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す

る
助
成
は
な
い
の
か

こ
れ
か
ら
の

　
人
口
減
少
対
策
は

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
の
設
置
を

○異常気象に対する熱中症対策と市の対応は
○公式LINEアカウントの設置について
○ 米原市の元気な「都市・地域」の人口・子育てに

ついて
細野　正行　議員

10月から運用を開始した
市公式ＬＩＮＥアカウント
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問

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

全
国
平
均
と
比
較
し
て
、

ど
う
分
析
し
た
か
。

答
　﹁
教
科
に
関
す
る
調

査
﹂
で
は
、
県
平
均
は
全

国
平
均
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校

３
年
生
と
も
全
て
の
教
科

で
下
回
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
差
は
年
々
縮

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
結
果
を
見
る
と
、

小
学
校
６
年
生
で
は
、
全

て
の
教
科
で
、
全
国
平
均

を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い

ま
す
。
中
学
校
３
年
生
で

は
、
国
語
は
全
国
平
均
に

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

数
学
と
理
科
は
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
、
小
学

校
か
ら
の
地
道
な
積
み
上

げ
の
成
果
が
出
て
い
る
と

分
析
し
て
い
ま
す
。

問
　
そ
の
結
果
を
受
け
た

強
み
と
弱
み
を
考
え
た
具

体
的
な
対
策
は
。

答
　﹁
質
問
紙
調
査
﹂
の

結
果
か
ら
、
本
市
の
児
童

生
徒
は
﹁
生
活
習
慣
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
﹂、﹁
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い

こ
と
﹂、﹁
教
師
と
の
信
頼

関
係
が
築
か
れ
て
い
る
こ

と
﹂
の
質
問
で
、
肯
定
的

評
価
が
全
国
・
県
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
、
本
市
の

強
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
小
学
校
６
年
生
は
、

本
市
が
目
指
し
て
い
る
自

己
肯
定
感
と
自
己
有
用
感

の
面
で
、
肯
定
的
な
評
価

が
全
国
・
県
平
均
を
上
回

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

本
市
の
取
り
組
み
の
成
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
な
ど
の
不

安
事
項
に
対
し
市
の
率
直

な
受
け
止
め
方
は
。

答
　
我
が
国
の
人
口
は
２

０
５
０
年
に
は
約
30
％
減

少
す
る
と
の
見
通
し
も
あ

り
、
本
市
で
も
人
口
減
少

が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
人
口
減
少
を
正
面
か
ら

受
け
止
め
、
人
口
規
模
が

縮
小
し
て
も
経
済
的
・
精

神
的
に
、
豊
か
で
快
適
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
人
口

減
少
社
会
に
適
応
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
へ
の
転
換

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
の
現
状
認
識
と
そ

れ
ら
に
対
す
る
対
応
策
に

つ
い
て
。

答
　
人
口
減
少
の
課
題
と

し
て
﹁
進
学
や
就
職
を
機

に
若
者
が
都
市
部
へ
流
出

す
る
こ
と
﹂
が
あ
り
、
こ

の
要
因
は
﹁
若
者
が
望
み

選
択
で
き
る
高
等
教
育
機

関
・
職
業
・
職
種
が
地
方

で
は
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
﹂、﹁
地
方
と
は
異
な
る

多
様
な
生
活
環
境
や
文
化

的
機
会
が
都
市
部
に
は
充

実
し
て
い
る
こ
と
﹂
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
都
市
部
に
は
な
い
本
市

な
ら
で
は
の
魅
力
に
磨
き

を
掛
け
、
若
者
が
将
来
へ

の
期
待
や
夢
を
持
て
る
、

人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
地

域
に
な
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

問
　
将
来
人
口
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
長
期
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
で
は
、
米
原
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
将

来
人
口
を
目
標
に
、
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

米
原
創
生
総
合
戦
略
に
お

い
て
、﹃
３
世
代
１
０
０

年
に
わ
た
っ
て
﹁
住
ん
で

よ
か
っ
た
﹂
と
実
感
さ
れ

る
ス
テ
キ
な
米
原
を
築

く
﹄
を
基
本
方
針
に
据
え
、

四
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
関
連
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
９
年
度
を
始
期

と
す
る
第
３
次
米
原
市
総

合
計
画
の
策
定
に
着
手
し

て
お
り
、
新
た
な
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦
略

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
併

せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

米
原
市
の
小
中
学
生
の
学

力
向
上
の
対
策
に
つ
い
て

米
原
市
の
人
口
減
少
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

○米原市の小中学生の学力向上の対策について
○米原市の人口減少の現状と対策について

鹿取　和幸　議員
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問

10
月
か
ら
窓
口
・
電

話
対
応
時
間
が
短
縮
さ
れ

る
。
市
民
が
困
ら
な
い
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　
本
市
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
普
及
率
が
86
・

３
％
と
全
国
で
も
上
位
で

あ
り
、
電
子
申
請
や
コ
ン

ビ
ニ
交
付
の
普
及
で
来
庁

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
予
約
制
や
補
助

金
申
請
の
電
子
化
を
進
め
、

市
役
所
に
行
か
ず
に
手
続

き
で
き
る
体
制
を
整
え
ま

す
。

問
　
若
い
世
代
の
声
を
反

映
す
る
た
め
、
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
双
方
向
の
仕

組
み
を
整
え
、
高
齢
者
に

は
紙
で
周
知
し
﹁
紙
＋
デ

ジ
タ
ル
﹂
で
情
報
を
届
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
窓

口
時
間
短
縮
や
移
動
市
役

所
と
の
連
携
に
も
有
効
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
市
で
は
既
に
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ

窓
口
や
パ
ブ
コ
メ
な
ど
で

市
民
の
声
を
収
集
し
て
い

ま
す
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も

今
年
度
か
ら
開
設
し
、
子

ど
も
園
の
入
園
申
し
込
み

で
活
用
予
定
で
す
。

　
市
民
と
の
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と

し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

を
今
後
検
討
し
ま
す
。

問
　
共
働
き
世
帯
の
増
加

で
ニ
ー
ズ
が
高
い
一
方
で
、

少
子
化
の
課
題
が
あ
る
。

市
内
の
施
設
ご
と
の
定
員

や
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

今
後
ど
の
よ
う
に
環
境
整

備
を
行
う
の
か
。

答
　
市
内
に
は
10
の
児
童

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
全
体
定

員
９
０
５
人
に
対
し
、
最

も
利
用
者
が
多
い
８
月
で

８
５
４
人
で
す
。
少
子
化

に
よ
る
利
用
者
減
少
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、
一
部
地

域
の
人
口
増
加
や
老
朽
化

施
設
の
建
て
替
え
も
考
慮

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
統
合
や
、
学
校
施
設
な

ど
の
活
用
を
見
据
え
、
保

護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

問
　
学
童
で
は
支
援
員
が

経
験
や
熱
意
で
対
応
し
て

い
る
。
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
に
は
専
門
的
対
応
が

重
要
だ
が
、
市
は
支
援
員

の
専
門
性
向
上
や
研
修
、

常
勤
配
置
や
巡
回
体
制
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
支
援
員
を
配
置
し
、

研
修
を
通
じ
て
支
援
が
必

要
な
児
童
へ
の
対
応
力
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
市

の
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

専
門
職
が
巡
回
相
談
を
行

い
、
常
勤
専
門
職
の
配
置

は
難
し
い
も
の
の
、
児
童

が
過
ご
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
米
原
市
で
は
放
課
後

に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

や
自
由
に
遊
べ
る
場
所
が

限
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
新
た
な
居
場
所
の
整
備

を
考
え
て
い
る
か
。

答
　
放
課
後
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
確
保
は
重
要

で
す
が
、
新
設
は
困
難
な

た
め
既
存
資
源
の
活
用
、

特
に
学
校
開
放
な
ど
も
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま

す
。

問
　
少
子
化
対
策
を
踏
ま

え
た
子
育
て
支
援
の
部
局

横
断
的
連
携
に
つ
い
て
、

市
長
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　
子
育
て
支
援
は
多
分

野
の
連
携
が
不
可
欠
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
部
局
の

専
門
性
や
経
験
を
持
ち
寄

り
、
協
働
し
て
支
援
の
質

と
量
を
高
め
、
少
子
化
対

策
を
進
め
ま
す
。

窓
口
縮
小
に
伴
う
市
民

利
便
性
に
つ
い
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
進
め
る
市

民
と
の
双
方
向
連
携

学
童
保
育
の
利
用
状
況

と
環
境
整
備

学
童
保
育
で
の
専
門
職

支
援
・
研
修
の
整
備

放
課
後
児
童
の
居
場
所

と
支
援
体
制
の
連
携

○市民に届く窓口サービスの工夫について
○子育て支援施策における充実と横連携について

藤本　敦子　議員

市公式ウェブサイトに掲載されている開庁時間など変更のお知らせ



こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問
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録画配信
はこちら

問

策
定
委
員
会
の
設
置

状
況
と
委
員
構
成
の
詳
細

は
。

答
　
委
員
の
内
訳
は
、
公

募
市
民
・
公
衆
衛
生
学
識

者
・
長
浜
保
健
所
長
・
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

・
健
康
推
進
員
の
計
11
人

で
す
。
第
１
回
会
議
は
９

月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
素
案

作
成
や
被
保
険
者
デ
ー
タ

の
抽
出
な
ど
事
務
作
業
も

並
行
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

目
的
と
進
捗
は
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
９
月

に
実
施
予
定
で
す
。
地
域

ご
と
の
医
療
動
向
、
年
齢

ご
と
の
受
診
状
況
、
生
活

習
慣
、
医
療
機
関
ま
で
の

交
通
手
段
な
ど
複
合
的
に

分
析
し
ま
す
。

問
　
課
題
整
理
と
解
決
方

針
は
。

答
　
二
次
医
療
を
近
隣
市

の
病
院
に
依
存
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
一
次
医
療
医

院
も
閉
院
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
確
保
と
維
持

が
最
重
要
課
題
と
考
え
、

策
定
委
員
会
で
審
議
を
深

め
ま
す
。

問
　
構
想
の
方
向
性
と
譲

れ
な
い
点
は
。

答
　
一
次
医
療
の
充
実
、

民
間
開
業
医
の
誘
致
・
継

承
支
援
、
在
宅
診
療
の
充

実
、
通
院
し
や
す
い
公
共

交
通
の
整
備
な
ど
、
市
民

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
医
療
体
制
構
築
を
重

視
し
ま
す
。

問
　
地
域
お
茶
の
間
創
造

事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

答
　
平
成
25
年
度
か
ら
開

始
し
、
現
在
49
団
体
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
人
材
確

保
・
育
成
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。
課
題
解
決
の
た
め

の
支
援
と
し
て
、
居
場
所

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
や
社
協

で
の
情
報
交
換
会
を
通
じ
、

意
欲
あ
る
住
民
と
居
場
所

を
求
め
る
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
継
続
し
ま
す
。

問
　
子
ど
も
や
親
世
代
の

居
場
所
は
。

答
　
市
内
10
か
所
の
子
ど

も
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
偏
在
、
開
催
頻
度
の

隔
た
り
、
子
ど
も
へ
情
報

が
届
き
に
く
い
こ
と
、
財

源
・
人
材
の
不
安
定
さ
に

よ
る
継
続
性
が
課
題
で
す
。

問
　
外
部
団
体
・
企
業
の

参
画
は
可
能
か
。

答
　
市
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
企
業
か
ら
食
材
を

提
供
で
き
る
体
制
が
整
い

ま
し
た
。
社
協
を
通
じ
て

順
次
配
布
し
ま
す
。

問
　
今
後
の
展
開
は
。

答
　
広
域
拠
点
や
訪
問
型

の
居
場
所
を
創
出
し
、
担

い
手
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

多
様
な
居
場
所
と
連
携
を

推
進
し
、
地
域
住
民
が
支

え
合
う
社
会
を
構
築
し
ま

す
。

問
　
出
前
型
居
場
所
づ
く

り
事
業
の
柔
軟
運
用
は
。

答
　
今
年
度
の
実
績
は
1

件
で
す
。
既
存
団
体
の
複

数
拠
点
運
営
も
可
能
で
す
。

社
協
と
連
携
し
段
階
的
に

空
白
エ
リ
ア
参
入
を
促
進

し
ま
す
。

問
　
屋
外
熱
中
症
対
策
の

う
ち
、
民
間
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
応
募
や
地

域
ぐ
る
み
熱
中
症
予
防
事

業
の
状
況
は
。

答
　
前
者
は

今
年
度
３
社

に
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。
後
者
は

昨
年
度
22
自

治
会
に
協
力

い
た
だ
き
ま

し
た
。
両
制

度
と
も
今
後

も
募
集
を
継

続
し
ま
す
。

問
　
小
学
生
の
登
下
校
に

お
い
て
は
、
一
部
の
学
校

で
日
傘
な
ど
も
使
用
で
き

る
が
、
特
に
気
温
の
高
い

下
校
時
に
さ
ら
に
リ
ス
ク

が
増
す
こ
と
を
考
慮
し
た

予
防
対
策
は
。

答
　
各
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
の
持
参
や
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
、
冷
感
タ
オ

ル
の
使
用
を
認
め
た
り
、

始
業
日
を
９
月
１
日
に
戻

し
た
り
す
る
な
ど
の
対
策

を
行
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
構
想
進し

ん
ち
ょ
く捗

○（仮称）米原市地域医療構想策定進
し ん ち ょ く

捗を問う
○居場所づくり事業の現状と今後を問う
○熱中症対策の現状と今後を問う

川嶋　眞一　議員

屋
外
熱
中
症
対
策

居
場
所
づ
く
り
事
業

出所：サントリー×ウェザーマップ社共同検証
https://www.suntory.co.jp/softdrink/news

/pr/article/SBF1397.html
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今
号
は
、
市
議
会
改
選
前
の
最
終
号
と
な
り
ま
す
。
４

年
間
、議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携
わ
り
、ど
う
す
れ
ば
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、
読
み
や
す
い
も

の
に
な
る
の
か
を
編
集
委
員
で
話
し
合
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
情
報
を
得
る
手
段
は
、新
聞
も
紙
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
既
に

多
く
の
方
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紙
媒
体
の
長
所

の
一
つ
は
、自
分
が
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、読

む
つ
も
り
で
な
か
っ
た
記
事
に
も
思
い
が
け
ず
出
会
え
る

こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
議
員
１
人
１
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
を

掲
載
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
で
お
届
け
し
て
い
る
議

会
だ
よ
り
に
は
、大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ま

の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
新
し
い
議
員
の
顔
触
れ
も
そ

ろ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
政
へ
の

関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
振
角
大
祐
）

委 員 長　細野　正行
副委員長　振角　大祐
委　　員　川嶋　眞一
委　　員　鹿取　和幸
委　　員　山𦚰　正孝
委　　員　𠮷田　周一郎

編
集
後
記

次回  令和７年第４回（12月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

米原市議会議員選挙後の初議会：11月７日（金）
11/28
開会
予算・決算
委員会

29

30 12/1 2
一般質問

3
一般質問

4
民生教育委
員会・予算
決算分科会

5
民生教育委
員会・予算
決算分科会

6

7 8 9
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

10
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

11 12 13

14 15 16 17
予算・決算
委員会

18 19
議会運営
委員会

20

21 22
閉会日

【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

議 会 の 動 き
７月

1日　長浜・米原市議会連絡協議会総会
3・4日　総務産業建設常任委員会　行政視察
8日　議会デジタル化広聴推進委員会
10日　議会だより編集委員会
　　行政視察受入（山口県周南市）

16日　委員会協議会（2常任委員会）
17日　伊吹高校生徒会との意見交換会
22日　行政視察受入（滋賀県議会）
30・31日　民生教育常任委員会　行政視察
31日　行政視察受入（山口県岩国市）

８月
6日　行政視察受入（静岡県沼津市）
7日　議会デジタル化広聴推進委員会
13日　委員会協議会（総務産業建設）
18日　長浜水道企業団議会　定例会
19日　湖北広域行政事務センター議会　定例会
20日　議会運営委員会
21日　議員全員協議会、議会運営委員会
22日　議員全員協議会
25日　議会運営委員会
　　湖北地域消防組合議会　定例会

29日　第3回定例会【初日】、議員全員協議会
　　予算・決算常任委員会（全体会）、議会運営委員会
　　議会だより編集委員会

９月
1日　第3回定例会【2日目】一般質問
2日　第3回定例会【3日目】一般質問
3日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
4日　第1回米原市議会議員政治倫理審査会
5日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会
10日　第2回米原市議会議員政治倫理審査会
12日　予算・決算常任委員会（全体会）、議会運営委員会
16日　第3回定例会【4日目】、議員全員協議会
17日　予算・決算常任委員会（全体会・決算審査）
　　第3回米原市議会議員政治倫理審査会

18日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
19日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
22日　総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
24日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
25日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
26日　民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）

10月
2日　予算・決算常任委員会（全体会・決算審査）
　　議会運営委員会
　　第4回米原市議会議員政治倫理審査会
3日　第3回定例会【最終日】、議会運営委員会
　　議員全員協議会、議会だより編集委員会

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日の本会議の模様を
伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会



紹介

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

伊
吹
高
校
生
徒
会
と
の
意
見
交
換
会

常
任
委
員
会
　
行
政
視
察
研
修

先
進
地
の
事
例
を
市
政
に
生
か
す

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
開
通
式
典

若者に選ばれるまちを目指して

  議会デジタル化広聴推進委員会と伊吹高校生徒会の出した結論は

民生教育常任委員会　行政視察研修

  子どもの権利を尊重し、子どもの居場所を確保する

国道８号の円滑な交通に期待

  国道８号米原バイパス開通式典に出席しました

　前回、５月12日に実施した第１回目の意見交換会でいただいた意見を踏まえ、議会デジタル化広
聴推進委員会において協議を重ね、伊吹高校生徒会の皆さんと再
度の意見交換会を７月17日に実施しました。
　生徒会の皆さんとさらに意見を交わして、若者が住み続けたく
なる目指すべきまちの姿には「夢を持って働ける場」、「通勤・通
学のための公共交通」、「女性が社会進出しやすい環境整備」など
が必要不可欠ではないかと、一定の結論を出すことができました。
　この場を借りて、ご協力いただいた伊吹高校生徒会・教員の皆
さまには感謝申し上げます。

　７月30日に、埼玉県戸田市で総合的な不登校対策の視察を行いました。本市でもさまざまな不登
校対策を実施していますが、オンラインでの支援やデータによる不登校の予兆検知などを行ってい
ることが特筆すべき本市との違いです。
　７月31日には、神奈川県川崎市で、子どもの権利に関する条例な
どについて視察しました。川崎市では条例制定時は、校内暴力など
で学校の環境が不安定であり、子どもの守られる権利・育つ権利の
尊重が不十分であるとの意識が市民にありました。その中で、子ど
もの権利保障を総合的に捉え、具体的な制度や仕組みが盛り込まれ
た条例が制定されました。
　本市においても、両市を参考に子どもが過ごすより良い環境を整
備できるように執行部へ意見していきます。

　９月23日に、国道８号米原バイパス開通式典が開催され、議長と
総務産業建設常任委員長が来賓として出席しました。
　当該バイパスは、昭和41年度に事業化され、全線開通まで約60
年を要することとなりました。今回、最終工区の入江から終点の彦
根市佐和山町までが開通しました。開通済み区間と合わせて総延
長10.3㌔となり、起点の長浜市加田町から終点までの国道８号の
渋滞緩和が期待されます。 彦根トンネルでの通り初め

意見交換会に参加いただいた
生徒会の皆さんとの集合写真

戸田市役所にて視察の様子


